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J
R
釧
網
線
、花
咲
線
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
て

　

釧
網
線
、
花
咲
線
は
、
通
学
や
通
勤
、
通
院

の
手
段
と
し
て
、
ま
た
観
光
利
用
な
ど
私
た
ち

の
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
す
。

こ
の
路
線
を
守
る
こ
と
は
、
国
や
北
海
道
の
問

題
と
し
て
も
大
変
重
要
で
す
。
こ
の
地
域
が
広

域
的
に
連
携
し
て
鉄
道
の
利
活
用
な
ど
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
元
と
し
て
釧
網
線
、
花
咲
線

を
少
し
で
も
多
く
利
用
す
る
な
ど
、
維
持
活
性

化
に
向
け
た
気
運
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
Ｊ
Ｒ
釧
網
線
、
花
咲
線
を
守
る
た
め
に

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
16
（
平
成
28
）
年
11
月
に
、
釧
網
線
、
花

咲
線
を
含
む
10
路
線
13
線
区
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
単
独

で
は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
線
区
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
釧
路
市
を
は
じ
め
沿
線
地
域
で
は
、
路
線
の

維
持
活
性
化
に
向
け
た
協
議
・
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
維
持
困
難
な
線
区

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
形
で
安
全

最
優
先
の
鉄
道
事
業
を
運
営
す
る
た
め
、
安
全
対
策
に
必
要

な
費
用
を
優
先
的
に
確
保
す
べ
く
、輸
送
密
度
２
０
０
０
人

未
満
の
区
間
の
見
直
し
を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
（
輸
送
密

度 : 

１
日
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
乗
車
人
数
）
。

●
Ｊ
Ｒ
釧
網
線
、
花
咲
線
の
現
状

　

両
路
線
と
も
利
用
者
が
減
少
し
、
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化

等
に
よ
り
左
表
の
よ
う
な
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大切な公共交通を守り育てるために大切な公共交通を守り育てるために
　人口減少や少子高齢化、モータリゼーション（車社会化）の進行な
どを背景に、公共交通（バスや鉄道）を取り巻く環境は厳しさを増し
ています。公共交通の利用者が減少すると、運行路線や便数が減少し、
さらなる利用者低迷の悪循環となる可能性がある他、車を自由に利用
できない高齢者の方などにとっては、移動しにくく暮らしにくいまち
となることが懸念されます。
　公共交通は、私たちの移動手段の確保はもとより、コンパクトなま
ちづくりの実現、中心市街地のにぎわい創出、さらには健康増進、自
家用車による交通事故防止の観点など、幅広い役割を担っています。
　公共交通を持続可能なものとしていくためには、「みんなで公共交

通を守り育てる」意識を持ち、車に頼りすぎることなく「かしこく公
共交通を利用していく」ことが何よりも重要です。
　現在、鉄道路線の釧網線、花咲線については、沿線地域が知恵を出
し合いながら、その特性を生かした利活用策などを検討しています。
　また、市内公共交通の中心となるバスについては、運行の効率化と
利便性の向上を目指したバス路線の再編計画や、利用促進に向けた取
り組みを、多様な主体と連携して進めているところです。
　住みやすく、活力に満ちた地域社会に不可欠な公共交通の維持・活
性化のため、市民の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。
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　　 釧路市長　蝦名　大也釧路市長　蝦名　大也
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　ＪＲ釧網線（東釧路～網走間）は、釧路市から網走
市の８市町を結ぶ166.2キロメートルの路線です。
〈路線の主な役割〉
・広域周遊観光の基幹的な役割
・国・北海道・釧路地域の観光施策に必要不可欠
・都市機能の拠点を有機的に結び、地域の経済・住
　民生活を支える

●釧網線の輸送密度の推移（東釧路～網走間）

収支（平成27年度決算）
今後20年間の費用（土木構造物
の修繕等、車両更新）

約16億円の赤字
土木構造物　33億円
車両更新　16億円

●花咲線の輸送密度の推移（釧路～根室間）

収支（平成27年度決算）
今後20年間の費用（土木構造物
の修繕等、車両更新）

約11億円の赤字
土木構造物　30億円
車両更新　12億円

　ＪＲ花咲線（釧路～根室間）は、釧路市から
根室市の５市町を結ぶ135.4キロメートルの路
線です。
〈路線の主な役割〉
・地域の安全安心な生活を守る役割
・北方領土隣接地域と道東の中核都市を結ぶ
・広域周遊観光の重要な役割

阿寒湖

屈斜路湖

摩周湖

網走湖

川湯温泉川湯温泉
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11:18　オホーツク海が広がる

11:53
網走駅到着

11:05　秀峰、斜里岳が車窓に

13:18
日本最東端の
有人駅到着

10:28
川湯温泉駅
には足湯が
あります

12:18
茶内で銭形警部を発見！

13:15
日本最東端
の東根室駅
を通過

13:06　海沿いに立つ風車

13:00
遠くに落石岬を
望む

12:00過ぎ　
列車は厚岸湖の岬を通過11:12

快速「ノサップ」
根室に出発！

８:57　快速「しれとこ摩周」
　　　  網走に出発！

９:20  湿原の中にカヌー発見

９:30　塘路湖通過

この区間はひた
すら森の中

11:32　原生花園

出発

到着

出発

到着

　両線はそれぞれ

に個性があり、車

窓に広がる風景に

感動！日帰りで旅

行気分が味わえま

す。

JR釧網線、花咲線
に乗ってみました！


